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社会ニーズ主導型開発による新成長産業の発展促進

地域イノベーション戦略

　本地域では、これまでに育成してきた先端半導体をはじめとする新成長産業の国際競争力をさらに高め、アジアを
中心とした海外の発展エネルギーを積極的に取り込むことにより、アジアをリードする世界トップクラスのイノベー
ション拠点「福岡次世代社会システム創出推進拠点」の形成を図る。そのために、高度情報社会、低炭素社会、健康・
長寿社会等の世界が直面している課題に対応し、課題解決を目的とした多様な次世代社会システムの開発を積極的に
実施し、「社会主導型研究開発モデル」の確立に取り組むとともに開発成果の国際標準化を強力に進める。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：九州大学、九州工業大学　他）
　　13名の域外研究者を6つの大学等研究機関に招へい・配置し、将来必要となる次世代社会システムを洞察し、高
　度情報化社会、低炭素社会、健康・長寿社会等、世界が直面している課題等に対して、半導体技術を活用してその解
　決に資する研究開発を行う「社会ニーズ主導型研究開発」（11テーマ）に取り組んでいる。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施（実施機関：（財）福岡県産業・科学技術振興財団）
　　近年のモバイル端末の高度化や爆発的な普及・進展を支えているのは、LSIチップの高度化に加えて組み立て（実装）
　技術による小型化、高密度化、低消費電力化である。社会人技術者の新人教育や再教育を目的に地域で運営してい
　る福岡システムLSIカレッジにおいて、実装技術習得への要望の高まりを受けて、本技術を構成する各種地域を横断
　的に教育可能な人材育成プログラムを開発・実施している。　　　
3. 大学等の知のネットワークの構築（実施機関：（財）福岡県産業・科学技術振興財団）
　　地域連携コーディネータの配置により、大学等研究機関や企業からの情報収集・整理・共有によるシーズとニーズ
　のマッチングのほか、次世代の社会システムを洞察した先見性のもと異分野との融合・連携等による新規プロジェクト
　の開発を行っている。　
4. 地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化
　（実施機関：（財）福岡県産業・科学技術振興財団）
　　LSI技術は微細化技術に依存することなく、電子
　機器の小型／薄型化・高性能化・低消費電力化・多
　機能化を実現する方法として部品内蔵基板技術や
　シリコン貫通ビア技術による三次元実装技術が世
　界的に注目されているが、中小企業等が単独で研
　究開発を行うことは、高額な設備投資・研究開発
　効率の観点から困難である。これらの研究開発・試
　作を行うための最先端機器を保有している三次元
　半導体研究センター（福岡県糸島市）において、地
　域に広く開放できる体制を構築するための技術支
　援を実施している。

情報通信

●国際競争力強化地域（平成24年～28年度）

福岡次世代社会システム創出拠点
総合調整機関
財団法人　福岡県産業・科学技術振興財団
〒８１４-０００１　
福岡県福岡市早良区百道浜３－８－３３
TEL０９２-８３２-７１５５

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…福岡先端システムLSI開発拠点推進会議　他
学…九州大学、九州工業大学、北九州市立大学、福岡大学、早稲田大学、
　　九州先端科学技術研究所　他
官…福岡県、北九州市、福岡市　他
金…日本政策投資銀行、日本政策金融公庫　他
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　知的クラスター創成事業の取組等により開発成果の実用化や人材育成、

開発環境の充実化が進み、福岡に国際的なイノベーション拠点として発展

していくために必要な基盤が定着した。本プログラムにより、異分野融合

と社会ニーズ主導型開発モデルの確立を通じて世界が直面している課題

に迅速に対応し、アジアをリードする世界トップクラスのイノベーション

拠点の形成を目指していく。

略歴：日本TI（株）、ソニーセミコン
ダクタ九州（株）、九州大学特任教授
等を経て現職。その間、主に半導体
技術経営や事業開発等に携わる。

プロジェクトディレクター

大津留　榮佐久

有機エレクトロニクス産業の基盤技術を核とする広域的な地域イノベーション創出

地域イノベーション戦略

　福岡県を含む北部九州地域の強みである有機材料技術の蓄積、半導体関連企業の集積及び「くまもと有機薄膜技術
高度化支援センター」の機器等を活かし、有機エレクトロニクス産業を地域の次世代リーディング産業に育成するため、
産学官金が連携し、有機薄膜技術の研究開発と事業化の促進、人材育成及び広域連携等に取り組み、地域の半導体関
連企業の有機エレクトロニクス分野への参入や関連企業の誘致を促進し、持続的・発展的な地域イノベーションの創出
を目指す。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：熊本大学、崇城大学、九州大学）
　　戦略の中核を担う研究者6名を3大学に集積し、有機エレクトロニクス分野の光電変換材料、封止及び電極材料等
　のデバイスを構成するために必須となる諸材料や、製造プロセス技術等の研究開発を加速させるとともに、先々、地域
　における事業化の推進のキーマンとする。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施（実施機関：くまもと産業支援財団）
　　人材育成プログラム開発者（人材コーディネータ）１名を配置し、経営戦略との整合性を重視した組織的・体系的・
　継続的な人材育成事業を実施し、地域における自律的な人材育成システムを構築する。

3. 大学等の知のネットワークの構築（実施機関：くまもと産業支援財団）
　　地域連携コーディネータ2名を配置し、有機エレクトロニクス産業における業界動向の情報提供や事業化に向けた
　支援のほか、大学等の研究開発成果の移転と特許経営面での支援を行い、大学等の研究機関と企業を結ぶ「知の
　ネットワーク」を構築する。

4. 地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化（実施機関：熊本大学、崇城大学）
　　技術支援スタッフ3名を2大学に配置し、大学に設置されている有機エレクトロニクス関連の最新施設や高度な研
　究設備を地域企業等に広く開放するための共用化に向けた体制整備を行い、地域のオープンイノベーション拠点と
　しての機能強化と、地域企業等の多様なニーズに応える。
 

環　境

ナノテク・材料

●国際競争力強化地域（平成23年～27年度）

くまもと有機エレクトロニクス連携エリア
総合調整機関
公益財団法人　くまもと産業支援財団
〒８６２-０９０１　
熊本県熊本市東区東町３丁目１１－３８
TEL０９６-３６８-７４４４

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…熊本県工業連合会　他
学…熊本大学、崇城大学、九州大学
官…熊本県、くまもと産業支援財団、九州先端科学技術研究所
金…日本政策金融公庫、肥後銀行、熊本銀行
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　熊本県産業技術センター次長としての地域企業とのネットワークや技術

マネジメント能力を活かし、地域の半導体関連企業の有機エレクトロ

ニクス産業への参入や、関連企業の誘致を促進し、有機エレクトロニクス

産業を半導体や自動車に次ぐ地域の次世代リーディング産業として育成

すべく、研究と事業化の両面においてプロジェクト全体のマネジメントに

取り組む。

略歴：熊本県職員として、研究開発
や地域企業とのネットワーク構築に
注力、熊本県産業技術センター次長
を経て、現在くまもと産業支援財団
有機薄膜技術高度化専門監。

プロジェクトディレクター

河 北 　 隆 生
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有機エレクトロニクス産業を次世代リーディング産業に育成
～広域な地域連携体制への変革～

有機エレクトロニクス産業の周辺
材料･製造評価装置技術に焦点

研究者の集積や大学の研究機器等
の共用化により、研究開発を加速

知の移転加速と知財の蓄積など
連携を強化

実用化・事業化に即する人材育成

・

・

・

・

有機エレクトロニクス関連
　経済効果：875億円
　雇用効果：1，532人

広域的な研究者・技術者の
コミュニティ構築

・

・

半導体関連
150社集積

有機エレクトロニクス
産業へ50社参入

材料・周辺技術の基礎 材料・周辺技術の装置への応用 材料・周辺技術の拡大展開

「学」の研究開発の加速 産産、産学連携での産業へのチャレンジ

リーディング企業の参入促進
（人材育成：技術力･マーケティング力強化等）

地域イノベーション推進拠点の確立
（自立した地域の有機エレクトロニクス拠点）
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